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図3にM系列発生回路の一例(モジュラー型SRG，shift register sequence generator)を示
す.この発生器は，シフトレジスタと帰還タップ，排他的論理和ゲートから構成される.シフト


































これはISM(Industrial， Scientific， and Medical)バンドと称される法的に利用規制が緩やかな
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することができる.キャリア信号は904MHzで， PLL (Phase Locked Loop)とVCO(Voltage 
Controlled Oscillator)を用いて発生させる.このM系列信号とキャリア信号をミキサで乗算する
ことによって904MHzのSS信号を作り出す.ここで使用したミキサはZEM-4300(Mini心ircuit
































の3つの出力をそれぞれ，“EarlyPN Code" ，“PN Codeう，“LatePN Code"と呼ぶ.“EarlyPN 
Code"と"LatePN Code"は同期をとる対象の入力SS信号とミキサによって掛け合わせられた後，
BPFを通過して信号が含まれる周波数のみが取り出される.ここで得られた2つの信号は，それ
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Tslip > Tdetect (1) 
ここでTslipはスリップ周期，Tdetectはコンビュータによる1回の同期検出にかかる時間である.こ
れまでの実験ではスリップ周期を3周としていた.つまり， M系列の符号長は1023，チップレー ト
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図 27:様々な状態でのs信号のスペクトル

























4 ・ダウンコンバータ:SG I 






















































Chan 1 Chan 2 
図30:アレーアンテナのブロック図
まず初めにアンテナ素子単体の特性を示す.図31に示すのは送信・受信のアンテナの電圧定在
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N久平均サイドローブは(1-e-a-2)Nであるため，その比はNj(l-e-a-2) ~ Njσ2 (σ2 ~ 1のと
き)となる.2次元アレーの場合も Nを全素子数とすることにより同様の式で表される.図49に


































? ?? (12) 
ここでPallは全放射電力，Precは受電される電力である.これらの値を計算する際，ここでは簡単
化のため，アレーは図48(b)のようなNxN素子の 2次元正方配列とする (d= 0.5入).また，x 
軸方向にn番目，y軸方向に m番目の素子の励振の大きさ InmがIn1mと表されるセパラブルパ
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ブの範囲 101く sin-1 (1/ dN)(ロ α) とする.このとき Pall と Prec~ま以下ようになる.
Pall 口 e-~2 t~ f乍州12ωd仰




σを変化させたときの収集効率の変化を図 50に示す.N > 100のとき位相誤差がなければ


























「一一ーー 一ー一「一一一一一一了一一|- N=10∞o 
>> 吋~
860ト一一-J一一一雪、 γ ペー一一一一一l一一一-u 司、 l
沼 、¥!
凶 ヲ
g 40~ 一 一 -J一一一一-J-三、 一一一­
~ 国
8 
20トー 一ー一-4-ー 一ー一 l
? ?









ことができる.そのため， (c)， (d)のように Sが大きくなると位相変化の周期が長くなり大きな
サイドローブの位置間隔も縮まってくることが分かる.またそのサイドローブのレベルについて
はメインローブに近づくほど正規のパターンに埋もれてしまうため， 8 = 40ではほとんど位相誤
送電のみのアンテナ
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(b)σ= 0.5， S= 4 
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(d)σ= 0.5，S = 40 (c)σ= 0.5，S = 10 











54に示す.これは 101 x 101素子の均一励振2次元アレー 各パイロット信号受信器の検出位相
誤差がσ=0.5のときの結果である.
この結果より， 8を大きくするほど電力収集効率の減少は抑えられることが分かった.例えば
σ= 0.3[rad]のとき， 8=1では誤差が無いときに比べて 85.4%まで効率が落ちるのに対して，
































(a)σ= 0.5，S = 1 










(d)σ= 0.5，S = 40 (c)σ= 0.5， S = 10
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